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1. はじめに
　私は，2010年12月に東京弁護士会に弁護士登録
した後，東京きぼう法律事務所における約1年間の
養成を経て，2012年2月，新潟県柏崎市に「弁護士
法人きぼう支所 柏崎きぼう法律事務所」を開設し，
その後2014年7月まで同地に赴任していました。
　2014年7月以降は，私の後に赴任した長田悠希弁
護士（同じく東京弁護士会に登録し，東京きぼう法
律事務所にて養成を受ける）に事務所を引き継ぎまし
た。現在は，弁護士法人きぼうから独立して「柏崎
きぼう法律事務所」として継続しており，その活動に
ついては，LIBRA2015年11月号「東弁往来」にて，
長田悠希弁護士が詳細に報告しています。
　そこで，今回は私から，柏崎での事務所開設直後
の活動や司法過疎地から東京弁護士会に戻ってきた
後の弁護士活動について，報告します。

2. 柏崎きぼう法律事務所開設直後の活動例
　私が赴任した柏崎市では，すでに若手弁護士1名
が事務所を開設していましたが，まだまだ地域の法的
ニーズには十分に応えきれていない実情がありました。
そのため，柏崎きぼう法律事務所の開設に際しては，
それら地域の法的ニーズを汲み取りながら，諸々の活
動を進めて行くことが求められていました。
　このような状況の下で，私は，まずは地域の方々に
法律事務所の存在を知ってもらう，また気軽に利用
できる事務所であることを知ってもらうために，地域
の方々が悩みを抱えたときにまず駆け込む市役所，社

会福祉協議会，地域包括支援センター，地域生活支
援センター，町内会（コミュニティセンター），商工
会議所等に挨拶に行きました。挨拶には，事務所紹
介のチラシ等を持参して，これまで自分がどのような
活動をしてきたのか，当地でどのような活動をしたい
と思っているのかを中心に，柏崎きぼう法律事務所が，
地域の方々が気軽に利用できる事務所であること，困
ったことや悩んでいることがあれば，いつでも相談に
来てほしいことを説明させていただきました。
　実際に各関係機関に挨拶に行った際に感じたことと
して，法律事務所を利用することについて心理的ハー
ドルが非常に高いことが分かりましたので，まず，この
心理的ハードルを解消しないといけないと感じました。
　そこで私は，地域の方々が法律相談等で事務所を
訪れた際に，時間があれば，畳半畳ほどの大きさの「地
図」を用意して，その方がお住まいの場所や，これま
で生活してきた場所を地図上で指さして教えていただ
き，「この場所はこういう歴史がある」「ここにはおい
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第48回  東京きぼう法律事務所↕柏崎きぼう法律事務所

会員　山本 悠一（63 期）

2010年12月～2012年1月　東京弁護士会会員 （東京きぼう法律事務所）
2012年2月～2014年7月　新潟県弁護士会会員 （弁護士法人きぼう支所 柏崎きぼう法律事務所）
2014年7月～　東京弁護士会会員 （東京きぼう法律事務所）

柏崎きぼう法律事務所の開所式にて

柏崎きぼう法律事務所 受付
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しいお店がある」などの情報を教えていただき，休日
等に実際に行ってみました（事件現場の検証も兼ね
て）。皆さん，自分達が生まれ，暮らしてきた地域の
ことを語られる場面では，とても生き生きとされ，外
から入ってきた新参者の私にも非常に丁寧に説明して
下さいました。私の中では，こうした取り組みを一つ
一つ経る中で，少しずつ地域に溶け込んで行けたのだ
と考えています。
　他方で，新潟県は，47都道府県の中でも自殺率が
非常に高い地域です。私は，業務外の時間で，柏崎
市福祉保健部元気支援課が主催する「こころのゲー
トキーパー研修」に何度も参加し，市内で自殺対策
に携わっている方々と知り合いになりました。同研修
は，市民が有志で参加しているものですが，私のよう
な若い（？）男性が研修に
参 加してきたのが珍しかっ
たようで，研修終了後に職
員さんから声をかけていただ
き（そして懇親会にも誘っ
ていただき），その中で，市内に法律事務所を開設し
て活動していること，今後も一緒に活動していけたら
いいなと考えていることを熱っぽく説明させていただ
きました。
　その後は，同研修で知り合った方々とケース会議や
事例検討会を開いたりしてさらに親交を深めました。
また，「自殺対策」という枠からさらに広がって，新
潟県地域振興局健康福祉部（柏崎保健所）の方々と
ともに，年に2回「こころとくらしの総合相談会」を
開催するようになりました。この相談会は，2012年
度から柏崎・刈羽地域においてスタートしたもので，
ハローワーク柏崎や柏崎市元気支援課，刈羽村福祉
保健課，柏崎保健所等が参加して，借金や金銭面で
の不安，仕事が見つからない，眠れないといった悩み
に関して，弁護士や福祉関係者がワンストップで対応
する相談会です。これ以外にも，実際に事務所に相
談依頼があった際に，自殺念慮が極めて強い方がい
らっしゃった場合には，相談者ご本人の同意を得た上
で，同研修や相談会で知り合った関係者の方々に私
から直接連絡を取り，自宅への保健師訪問，日々の
家計管理等のご協力をいただいて，複数人体制で，
自殺防止のチーム対応をすることもありました。
　他方で，新潟県弁護士会の会務では，主に人権擁
護委員会に所属し，自殺対策に取り組みました。新

潟県弁護士会人権擁護委員会では，「HRP（ヒュー
マンライツプロジェクト）」との名称で，多重困難を
抱えた方々に対する総合的な支援活動を行っており，
私も，同委員会ではHRP活動に取り組みながら，同
時に，私のホームグラウンドである柏崎地域では「柏
崎版HRP」と銘打って，独自に活動範囲を広げて行
きました。

3. 東京弁護士会に戻ってからの活動
　2014年7月に東京弁護士会に登録を戻した後も，
その後半年程度は，月に1回程度は柏崎に行き，柏崎
で残った事件の打合せや市の公職等を続けていました。
　2015年度からようやく東京での活動に本腰を入れ
られる状況になったため，私は，新潟県弁護士会が
始めたHRP等を中心とする人権擁護活動を東京でも
継続するとともに，刑務所・拘置所等に収容されて
いる方々からの人権救済申立についても取り組みたい
との思いから，東弁の人権救済調査室嘱託に応募し，
現在は同嘱託として，東弁に寄せられる人権救済申
立事件の調査・検討等を行っています。
　また，多重困難を抱えた方々への支援という点では，
2015年度から各地でスタートした「生活困窮者自立
支援事業」について，練馬区生活サポートセンター運
営委員として，現場の職員さんらと一緒に，生活に
困窮する方の自立に向けた相談支援事業や地域のネ
ットワーク構築等の検討を重ねています。

4. 最後に
　このように，司法過疎地での数年間の活動は，赴
任期間の後も，場所や形を変えて継続的に取り組む
ことが可能であり（そして，さらにその活動を発展さ
せることも可能であり），これから司法過疎地に赴任
する方々も，是非，このような視点を持って赴任期間
を過ごしていただければと思います。
　私が司法過疎地に赴任し，その後，東京に戻って
きた後も，様々な経験をさせていただけているのは，
柏崎地域の方々，東京弁護士会及び新潟県弁護士会
の弁護士の方々をはじめ，たくさんの方々が温かく見
守って下さったからであると強く感じています。
　これまでお世話になった方々にはこの場を借りて御
礼申し上げます。
　私の座右の銘である「一隅を照らす」活動を，引
き続き頑張っていきたいと思います。

こころのゲートキーパー研修修了証書
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紀尾井町：1948－70 湯島：1971－93 和光：1994－

1 11 21 31 41 51 61 11

38期（1984/昭和59年）

わたしの修習時代

今に活きるあの日々のこと

会員　小林 明彦（38 期）

　本郷三丁目から春日通りを東に下ると，湯島天神下

から坂を上がってきた友人たちと司法研修所正門前で

合流する。門から長い並木道のアプローチを歩きながら，

前日の自宅起案の話などにあちこちで花が咲いていると

いうのが授業日の朝の景色であった。さすがに岩崎邸

は広いなと思っていたが，あれが岩崎邸の裏門だったと

知ったのは数年後のことである。

　前期修習開始後まもなく，「会食」というものがあり，

教官を囲んで弁当を食べながら「入所しての感想を述

べよ」と言われたので，私は「毎朝決まった時刻に起

きて家を出るのが辛い」と言ったのだが，教官の目が

点になっていたような気がする。率直な感想を言えと言

われたのでそのまま述べただけなのだが，今にして思え

ば学生気分の抜けないアマチュアだったと汗顔の至り。

　前期の民裁の授業で，「免除の意思表示と免除合意

は別物か，それとも『a＋b』か？」という話があった。

法律要件を極限まで絞り込んでいく“削ぎ落とし”の

思考との出会いであった。いま私は，この“削ぎ落とし”

と，説得的な重ね塗りをする“肉付け”とが法曹の思考

の両輪ではないかと思っているのだが，これがその原点

である。

　東京での実務修習は刑裁から。「不法所持拳銃の没

収に第三者所有物没収手続は必要か？」という点が話

題となった。法禁物なのだから第三者没収手続は不要

ではないかという意見に対し，「その法禁物かどうかを

争う機会を与えるのがこの手続なのだ」と言われた部長

判事の言葉に，目から鱗の想いがした。裁判官室での

雑談に過ぎなかったのだが，刑事手続とは縁遠くなって

しまった今でも，民事執行手続等でのデュープロセスを

考える際のバックボーンとなっている。

　最後の検察では，取調修習での補充捜査として自ら

新聞社に電話し事実確認したことがあった。指導検事

から自分の名前で電話聴取書を作成せよと言われたので

そのようにしたら，後日法廷でそれが証拠請求された。

作成者として自分の名前が読み上げられたときは傍聴席

で心臓がバクバクしたのが懐かしい。

　アマチュアから少しずつ社会の一隅でのプレイヤーへ

向かおうとする可塑のころである。弁護修習を始めこの

時期を支えてくれた多くの方々の有難みを心底実感す

るのはもう少し後のことになるが，成長を共にしてきた

同期の友人たちとは，今でも裁判所などで顔を合わせる

たびにホッとする。

　実務修習の東京2班16名では，実務修習の終わり

に，今後も親交を深めようと会を作って名前を付けるこ

とになったのだが，なかなか良い名前が浮かばず，いつ

もみんなでその名前を考えていたことから，「名考会」と

名付けることにした。語感がよいこともあってすっかり

定着しているが，ここしばらく集まりがない。次の幹事

は私らしい。

　クラス会は，38期4組であることから「さんばしの会」

と名付けられた。桟橋は，大海原に航海に向かう出発点

であると同時に，帰ってきて翼を休める場所でもある。

今でも毎年クラス旅行を実施しており，このLIBRAが

発刊されるころには金沢で今年の旅行会が開かれる。

些か弱ってきた翼を休めつつ，命名の由来など，もう

一度よく訊いてみたいと思っている。
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笑う健康法6868 期リレーエッセイ

1　はじめに
　弁護修習のとき，指導担当弁護士が，「1年目にや

った事件というのは20年経っても忘れないものだ」と

いうようなことをおっしゃっていたのをよく覚えている。

当時は「そんなもんかな」くらいにしか思っていなかっ

たが，今は，今年担当した案件は一生忘れることはな

いだろうという確信めいた予感がしている。本稿では，

その弁護士1年目の活動を振り返ってみたいと思う。

2　所属事務所での活動
　私の所属している事務所は，労働事件を専門的に

取り扱っているが，業界では珍しく労働者側・使用者

側双方の相談・事件を受けている。私はもともと労働

法分野には関心が高かったため，労働事件，しかも労

働者側・使用者側の双方を経験できる今の環境にとて

も感謝している。顧問先からの労働相談は毎日のよう

に受けるし，労働審判や団体交渉も経験させていただ

いた。

　また，労働以外の分野の事件についても少なからず

取り扱っている。本稿執筆現在，弁護士登録から9ヶ

月程度であるが，建物明渡や貸金返還から始まり，遺

留分減殺，特定調停，交通事故，取消訴訟，組織再編，

刑事事件等，幅広い分野の案件に取り組んでいる。

　最近は，事務所に修習生やエクスターン生が研修に

来ており，彼らと話をしていると，自らの修習時代・

ロースクール時代を思い出すことが多い。私もつい最近

までロースクール生・修習生だったはずなのだが，なん

だか遠い過去のような気がすることもあり，弁護士に

なったのだなあと実感する。

3　労働法制特別委員会の活動
　私は，現在，労働法制特別委員会に所属している。

同委員会には複数の部会が存在し，私は判例研究部

会に所属している。先日，その判例研究部会で，とあ

る裁判例の発表担当を務めさせていただいた。第一線

でご活躍されている弁護士の方々と，判決文の内容や

今後の労働法制のあり方に至るまでを議論をすること

ができ，大変刺激的な時間であった。実は，同裁判例

の紹介・解説についても，今月号のLIBRAに掲載され

ているはずなので，「近時の労働判例」もご覧いただけ

れば幸いである（宣伝）。

4　休日の活動
　平日が仕事で忙しいと，週末はついつい家でのんび

りとしたくなるのだが，最近はなるべく外に出るように

している。修習時代から始めたゴルフは，最近は毎週

末に明治神宮外苑のゴルフ練習場へ打ちっ放しに通っ

ているものの，なかなか上 達の兆しが見えていない。

やはりレッスンに通うべきだろうかというのが最近の

悩みである。

　ゴルフ以外では，最近は「SUITS/スーツ」という

海外ドラマに夢中である。「SUITS/スーツ」の舞台は

アメリカの大手法律事務所で，敏腕パートナー弁護士

のハーヴィとその直属アソシエイトであるマイクが様々

な事件に挑んでゆくというものである。これを読んで初

めて知ったという方，ちょっと気になっていたという方，

是非これを機にチェックしてみてほしい。

5　むすびに
　クラス別研修の担任から話を受けて，気軽に執筆に

手を挙げたリレーエッセイであったが，書き出してみる

と，意外に何を書こうかと悩むもので，思案している

うちに原稿〆切日となってしまった。準備書面はもう

少し余裕をもって取り掛かるようにしたい。

会員　結城  優
弁護士1年目を振り返る
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お 薦 め の 一 冊

会員　出山  剛（66 期）

『芸術起業論』
 村上隆 著　 幻冬舎 　1,600 円（本体）

いま，世界で，芸術する

1　五百羅漢図展
　先日，六本木の森美術館を訪問し，本書の著者であ

る芸術家の村上隆氏による「村上隆の五百羅漢図展」

を見学してきた。そして，企画展のタイトルにもなって

いる「五百羅漢図」に圧倒されてしまった。全長100m

に及ぶスケールの大きさ，おびただしい数の表情豊かな

羅漢たち，ユーモラスかつカラフルな動物ないし神…。

圧倒されたまま，ついお土産に絵巻物を買ってしまった

次第である。

2　村上隆氏という芸術家
　村上隆氏とは，現代日本を代表する芸術家であり，

日本のアニメやオタク文化をベースとしたポップな作品

を得意としている。同氏は国内外で高い評価を得ており，

フィギュアが1体1億円で落札される等，同氏の作品

は高額で取引されている。その名前を聞いたことのな

い方でも，若い女性がカラフルな柄をしたルイ・ヴィ

トンのバッグを持ち歩いている姿を目撃したことがある

のではなかろうか。そのデザインをしているのも同氏で

ある。

　私が村上隆氏を知ったのは，図書館で司法試験の勉

強をしていた際，勉強の合間に本書を手に取ったことに

よる。本書の表紙には，同氏の顔がアップで掲載され

ており，なにやら「面白そうな雰囲気」が醸し出されて

いたのだ。そして，実際に本書は面白く，勉強そっち

のけで一気読みしてしまった。

3　本書の内容
　村上隆氏は，本書にて，自身の半生を振り返りながら，

これまで日本の美術界においてタブー視されていた事柄

に対し，気持ちいいくらい颯爽と切り込んでいく。

　例えば，同氏は，芸術には金がかかることを正面から

認め，芸術家も商売人であると述べ，金銭による芸術

の評価をむしろ万人に分かる価値基準として肯定する。

当時，私は，金銭は卑しいものであり芸術と切り離す

べしというドグマに犯されていたので，頭を殴られたか

のような強い衝撃を受けた。

　また，同氏は，芸術の歴史と業界の構造を徹底的に

勉強し，現代の欧米の芸術の不文律に「作品を通して

世界芸術史での文脈を作ること」があることを見抜い

て実践し，「ピカソやウォーホール程度の芸術家の見た

風景ならわかる」とまで豪語している。私は，本書を

読むまでは，美術館でピカソを見ても意味不明という感

想を抱くだけだったが，本書を読んでからは現代アート

を楽しむことができるようになった（それでも意味不明

なことが多いが）。

4　弁護士になって想うこと
　私は，現在弁護士3年目を迎えており，おもに不動

産や相続といった一般民事の事件に取り組んでいる

（芸術に関する事件はほとんどなく，1件だけ高額な絵

を購入してしまった方の破産を申し立てたぐらい）。代

理人として法的主張を展開して依頼者を支えるという

弁護士の業務にやりがいを感じており，一生懸命に取

り組んでもいる（つもりである）。ただ，その一方で，

弁護士はあくまで代理人であって当事者でないという

ことを痛感させられることもある。例えば，どんなに依

頼者に寄り添っても依頼者の負うリスクを肩代わりする

ことはできないし，依頼者の体験した事実を超えて勝

手に物語を作ることも許されない。そのため，弁護士

になってから，逆に，無から有を生み出すことを生業と

する職業の方々に対する尊敬の念が増した。そして，

芸術家はその最たるものである（起業家もそう）。

　とはいえ，私は弁護士である。たまには本書を読み

返したり美術館を訪れてエネルギーを貰いながら，今後

も依頼者の方々を精一杯支え続けていく所存である。
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コーヒーブレイク

会員　西村  健（62 期）

ラーメン食べ歩き 2016

はじめに
　ラーメン食べ歩き。これは学生時代からの私の趣味

であり，私は，過去に食したラーメンの備忘録としてラ

ーメンブログを定期的に書いている──2014年8月号

のコーヒーブレイクの冒頭にそう記載させていただいた。

私は30代半ばになり，今後の健康を考えるべき年齢で

あるが，現在もこの趣味は変わっていない。この度，ご

縁があって2度目の執筆の機会をいただいた。この2年

の間に，鶏や煮干の清湯系（澄んだスープ。他方，豚

骨ラーメンなどのスープは白湯系）のお店が増えたと言

われ，ラーメン業界も色々と動向があるようである。

　僭越ながら，今回も，お店を2軒ほど紹介させていた

だきたい。

お気に入り その1
家系「まこと家」

　「家
いえけい

系ラーメン」と

いう言 葉を耳にした

ことがある人は多いと

思う。私の理解では，

横浜の「吉村家」が

発祥，豚骨鶏ガラを

ベースとした濃 厚な

豚骨醤油味，ほうれん草と海苔がトッピング，太麺，と

いうものである。スープは，やや赤褐色で動物系の香り

をダイレクトに感じられるタイプと，乳白色クリーミー・

マイルドなタイプに二分できると思う（吉村家は前者）。

　なお，家系ラーメンには，①麺のかたさ（かため・や

わらかめ），②味の濃さ（濃いめ・薄め），③スープの

油量（多め・少なめ。油は鶏油の場合が多い）のアレ

ンジが可能という醍醐味がある。食券提出時に好みを

尋ねられるお店が多いので，事前に決めておくとよい。

　私は，この家系ラーメンの中で，青物横丁の「まこ

と家」さんをおススメしたい。スープはコクが深く濃厚，

やや赤褐色で動物系の香りがダイレクトに感じられ，

パンチ力がある。

　まこと家さんは，本格的な家系ラーメンでありながら，

ほうれん草トッピングがない。この点は確かに寂しいと

ころではあるが，それを差し引いても，大変お気に入り

のラーメン屋さんである。例えば，東京空港警察署（羽

田）で接見を終えた後などに立ち寄ってみてはいかがだ

ろうか。

お気に入り その2
ネオクラシカル系「トイ・ボックス」

　数年前までは鶏・

豚骨＋魚介の濃厚な

ラーメンが主 流であ

ったが，冒頭でも少

し触れたとおり， 近

年は，清湯系の人気

店が増えている。 特

に清湯系の中でも，昔懐かしの中華そばを踏襲しつつ

も鶏や煮干しなどのインパクトを強めた新しいタイプの

ラーメンが人気で，「ネオクラシカル系」とも称されたり

もする。

　私は，このネオクラシカル系の中で，三ノ輪の「トイ・

ボックス」をおススメしたい。ラーメンのミシュランガ

イドにも選ばれたお店である。

　こちらの醤油ラーメンは，鶏（と鶏油）の香りが強め

の清湯スープで，あっさりながらも奥深い味わい。つい

飲み干してしまいそうになる。なお，偶然期間限定で

鴨ラーメンを食したこともあるがこちらも，鴨の香りが

際立っており大変美味しかった（写真）。

　例えば，東京拘置所で接見を終えた帰りなどに立ち

寄ってみてはいかがだろうか。

最後に
　今回ご紹介したお店も，あくまで「私の好み」とい

う範疇にとどまることをご理解いただきたい。美味しい

ラーメン屋を挙げるときりがないところであるが，次の

機会があるならば，ぜひ執筆させていただきたい。
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追 悼

結城康郎弁護士の早逝を悼む

故 結城康郎 会員（25 期）
2016 年 5 月30 日逝去・67 歳

1994年度  東弁副会長
1996年4月～1999年3月  司法研修所弁護教官（刑事）
2003年度  日弁連常務理事
2006年度  東弁常議員会議長
2009年度  東弁骨髄等提供同意立会特別委員会委員長

会員　小野瀬 有（24 期）

　結城康郎弁護士が，本年5月30日月曜日に急逝し
たとの知らせを受けた。その前週の木曜日には，東
京地裁で出会って，4月から事務所に入所したという
大越弁護士を紹介され，元気に言葉を交わしたばか
りであった。また，週初には，結城弁護士が出勤し
ないので，何か知らないかと事務所から問い合わせが
あったのについて，時々ふらっと釣りに出かけること
もあるので心配はないのではないかと答えた矢先であ
ったので，突然の訃報には驚くばかりであった。病名
は，動脈解離とのことである。人一倍健康に自信の
あった同弁護士は，健康診断を受けていなかったよう
であるが，動脈解離は，通常の健康診断では発見が
困難な突発性のものであるので，本人自身が発症を
予測しえなかったであろうことが悔やまれる。
　思いおこせば，同弁護士との交友は，同氏が司法
試験の受験のために19才で研究室に入室した時以来
であるから50年に近いものがある。その時からこれま
で，氏は，一貫して進取の気性に富んだ道を歩んで
きた。
　研修所を終了して弁護士登録すると同時に大学院
に進み，平野龍一主任教授のもとで薫陶を受け，こ
れはその後の弁護士活動の大きな礎となった。そして，
弁護士業務にいそしむだけでなく，弁護士会の会務
などにおいて，多大な活躍，貢献をした。弁護士登
録以来，各種委員会の委員，役員をつとめあげ，東
弁副会長，日弁連常務理事，東弁常議員会議長を
歴任したほか，司法研修所教官，司法試験考査委員
もつとめた。なかでも特記すべきことは，長期間にわ
たり骨髄等提供同意立会特別委員会，略称骨髄委
員会に所属し，この間委員長をつとめ，広く骨髄の
提供を求めている患者のために，委員会一丸となっ
て取り組んできたことである。また，この関係で，公
益財団法人日本骨髄バンクの監事を現任し，東弁の

委員会との連携に貢献してきた。
　このような内外にわたる多忙な活動からは思いもよ
らないことかも知れないが，結城弁護士は，忙中に
閑ともいえる多彩な趣味を有していた。1つは釣りで
あり，以前はカナダまで行ってサーモンを釣り，最近
では，日帰りで北海道まで行き，レンタカーを借りて
は奥地まで入り川釣りに興じていた。
　2つは，歌舞伎であり，幼少の頃から祖母に連れ
られて観劇していたとのことであり，一家言があった。
義経千本桜のすし屋の段に出てくる奈良吉野の下市
町の「つるべ鮨」というのが今でもあるというので，
訪ねてみたという。古典芸能という点では落語にも
興味があり，誘われて黒野徳弥弁護士とともに3回
ほど同行したことがある。
　3つめは，歴史であり，とくに近現代史の造詣が
深かった。一昨年であったと記憶するが，ハワイに行
き，真珠湾攻撃の地パールハーバーを訪ね，保存さ
れているミズリー艦を見てきたとのことである。後に
聞いたところでは，高校時代は歴史研究会に所属し
ていたとのことであり，宜なるかなとの思いがする。
他にゴルフもよくし，なかなかの腕前だったそうだが，
いっしょする機会がなかったのは残念である。ゴルフ
に限らず，運動神経は優れており，かつてどちらが
言い出したかは忘れたが，短距離走を競ったことは
なつかしい思い出である。
　佳人薄命という言葉があるが，才子もまた薄命な
のであろうか。結城弁護士が得意とした短距離走と
同様に，業務，会務そして広い趣味といずれの分野
でも一気に駆けぬけて来た思いがする。これから，ま
すます円熟し，いっそうの活躍が期待できるときに
有能な士を失ったことは惜しんでも余りがある。結城
弁護士の人柄と功績が広く長く記憶されることが，
何よりの手向けと思われる。
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 法 律 学　　　　　　　　　　　　　　　
『神奈川大学法学部50周年記念論文集』神奈
川大学法学部／神奈川大学

『現代法律実務の諸問題 平成27年度研修版』
日本弁護士連合会／第一法規

 外 国 法　　　　　　　　　　　　　　　
『アメリカ民事手続法 第3版』浅香吉幹／弘文
堂

『フランス労働契約理論の研究』三井正信／成
文堂

 憲 法　　　　　　　　　　　　　　　　
『現代憲法学の位相 国家論・デモクラシー・立
憲主義』林知更／岩波書店

『ヘイトスピーチはどこまで規制できるか』在日
コリアン弁護士協会／影書房

『国際人権法 第2版』申惠丰／信山社
『尊厳と身分』蟻川恒正／岩波書店
『日本国憲法と共に生きる』杉原泰雄／勁草書
房

『「憲法上の権利」の作法 第3版』小山剛／尚
学社

『論点解説情報公開・個人情報保護審査会答申
例』森田明／日本評論社

 行 政 法　　　　　　　　　　　　　　　
『行政法の解釈 3』阿部泰隆／信山社
『論点体系判例行政法 3 住民監査請求・住民
訴訟 国家賠償・損失補償』小早川光郎／第一
法規

『道路管理の手引 第4次改訂』道路法令研究
会／ぎょうせい

 警察・消防法　　　　　　　　　　　　　
『Q&A従業員・役員からの暴力団排除』関秀
忠／商事法務

『風営適正化法ハンドブック 第4版』風俗問題
研究会／立花書房

『火災種別ごとにみる火災調査書類作成例』調
査実務研究会／東京法令出版

 税 法　　　　　　　　　　　　　　　　
『租税訴訟における要件事実論の展開』伊藤滋
夫／青林書院

『会則・規則類集』東京税理士会
『税目別解説判例から学ぶ税理士損害賠償責任 
相続税編』内田久美子／大蔵財務協会

『日本とヨーロッパ・中東・アフリカ諸国との租
税条約』矢内一好／財経詳報社

『国際税務総覧 2016-2017』高山政信／財
経詳報社

『税務デューデリジェンスの実務 第3版』デロイ
トトーマツ税理士法人／中央経済社

『所得税法 10訂版』池本征男／税務経理協会
『法人税法 平成28年度版』渡辺淑夫／中央経
済社

『路線価による土地評価の実務 平成28年8月
改訂』小野山匠海／清文社

『図解財産評価 平成28年版』鈴木喜雄／大蔵
財務協会

『相続税務・法務相談シート集 平成28年度版』
辻・本郷税理士法人／銀行研修社

『宅地評価の減額手法 5訂版』資産税研究会／
実務出版

『要説固定資産税 平成28年度版』固定資産税
務研究会／ぎょうせい

 民 法　　　　　　　　　　　　　　　　
『我妻・有泉コンメンタール民法 第4版 総則・
物権・債権』我妻栄／日本評論社

『基本講義 債権各論 2 不法行為法 第2版増補
版』潮見佳男／新世社

『高齢者の離婚と財産問題』新・アジア家族法
三国会議／日本加除出版

『相続登記申請MEMO 補訂版』青山修／新日
本法規出版

『早期解決を実現する建物明渡請求の事件処理
50』滝口大志／税務経理協会

『民事信託実務ハンドブック』遠藤英嗣／日本
法令

『認可地縁団体・記名共有地をめぐる実務
Q&A』後藤浩平／日本加除出版

『損害賠償における休業損害と逸失利益算定の
手引き 2016年版』斎藤博明／保険毎日新聞
社

『事例に学ぶ交通事故事件入門』交通事故事件
研究会／民事法研究会

『交通関係訴訟の実務』森冨義明／商事法務
『交通事故の示談金を受け取るまで』篠田恵里
香／中央経済社

『交通事故と保険の基礎知識』白石悟史／自由
国民社

 商 事 法　　　　　　　　　　　　　　　
『企業法学の論理と体系』丸山秀平／中央経済
社

『会社法務部 第11次実態調査の分析報告』経
営法友会／商事法務

『社告好事例集 謝罪・お詫び広告の手引書』中
島茂／商事法務

『株主還元の実態調査』樋口達／商事法務
『役員報酬をめぐる法務・会計・税務 第3版』
田辺総合法律事務所／清文社

 刑 法　　　　　　　　　　　　　　　　
『大コンメンタール刑法 第3版 第2巻 第35条
〜第37条』大塚仁／青林書院

『大逆罪・内乱罪の研究』新井勉／批評社
『検死ハンドブック 改訂3版』高津光洋／南山堂
『不正薬物・銃砲の密輸入の動向 平成27年版』
財務省関税局調査課総括係

 司法制度・司法行政　　　　　　　　　　
『検察統計年報 平成27年』法務省大臣官房司
法法制部司法法制課

『法科大学院 実務教育と債権法改正・情報法
制の研究』三宅弘／花伝社

『司法試験の問題と解説 2016』日本評論社
『司法事務協議会協議結果要旨 平成27年度』
大阪弁護士会

『法テラス白書 平成27年度版』日本司法支援
センター／日本司法支援センター

『裁判所データブック 2016』最高裁判所／最
高裁判所

『最高裁の少数意見』大林啓吾／成文堂
『裁判と法律学 『最高裁回想録』補遺』藤田宙
靖／有斐閣

『気骨 ある刑事裁判官の足跡』石松竹雄／刑事
司法及び少年司法に関する教育・学術研究推進

センター
『弁護士職務便覧 平成28年度版』東京弁護士
会／日本加除出版

『弁護士研修講座 平成28年度後期』東京弁護
士会弁護士研修センター運営委員会／東京弁護
士会弁護士研修センター運営委員会

 訴訟手続法　　　　　　　　　　　　　　
『民事裁判の要領 裁判官の視点から』門口正人
／青林書院

『立証の実務 改訂版 証拠収集とその活用の手
引』群馬弁護士会／ぎょうせい

『倒産法の実践』伊藤真／有斐閣
『遺産分割と寄与分事件の実務』遺産分割・寄
与分事件実務研究会／新日本法規出版

『実務に活かすQ&A平成28年改正刑事訴訟
法等のポイント』小坂井久／新日本法規出版

『責任能力弁護の手引き』日本弁護士連合会刑
事弁護センター／現代人文社

『接見交通権マニュアル 第17版』日本弁護士
連合会接見交通権確立実行委員会／日本弁護
士連合会・接見交通権確立実行委員会

『訴訟能力を争う刑事弁護』訴訟能力研究会／
現代人文社

『解説裁判員法 第3版』池田修／弘文堂

 経済産業法　　　　　　　　　　　　　　
『情報社会の法律 改訂版』北原宗律／創成社
『市民のための消費者契約法 第5版』村千鶴子
／中央経済社

『消費者行政法 安全・取引・表示・個人情報
保護分野における執行の実務』大島義則／勁草
書房

『電子商取引及び情報財取引等に関する準則と
解説 平成28年版』松本恒雄／商事法務

『市場支配力濫用規制法理の展開』田中裕明／
日本評論社

『詳説景品表示法の課徴金制度』原山康彦／商
事法務

『建設業許可・経審・入札参加資格申請ハンド
ブック』塩田英治／日本法令

『建設・不動産会社の法務』富田裕／中央経済社
『金融商品取引法コンメンタール 1』神田秀樹
／商事法務

『証券取引被害判例セレクト 51』全国証券問
題研究会／全国証券問題研究会

『事例で学ぶ金融商品取引被害の救済実務』三
木俊博／民事法研究会

『詳説犯罪収益移転防止法・外為法』中崎隆／
中央経済社

『金融機関における個人情報保護の実務』加藤
伸樹／経済法令研究会

『年次報告書 平成27年度』日本貸金業協会
『詳解保険業法』吉田和央／金融財政事情研究
会

『公認会計士倫理読本 平成28年増補版 国際的
な信認を得るための鍵』八田進二／財経詳報社

 知的財産法　　　　　　　　　　　　　　
『知的財産紛争の最前線 裁判所との意見交換・
最新論説』民事法研究会／民事法研究会

『最新不正競争関係判例と実務 第3版』大阪
弁護士会／民事法研究会

『Q&A営業秘密をめぐる実務論点』TMI総合
法律事務所／中央経済社

東弁・二弁合同図書館 新着図書案内　2016年8月18日〜9月21日・182点
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『営業秘密保護の手引き』経済産業省知的財産
政策室／商事法務

『実務詳説特許関係訴訟 第3版』高部眞規子
／金融財政事情研究会

 農 事 法　　　　　　　　　　　　　　　
『農地法講義 改訂版』宮崎直己／大成出版社

 労 働 法　　　　　　　　　　　　　　　
『労働紛争解決実務講義 第4版 上』河本毅／
日本法令

『労働紛争解決実務講義 第4版 中』河本毅／
日本法令

『労働紛争解決実務講義 第4版 下』河本毅／
日本法令

『ケーススタディ労働事件の実務』広島弁護士
会／ぎょうせい

『ブラック企業VS問題社員 ブラック企業と決
別する判例活用術』堀下和紀／労働新聞社

『労働基準法の実務相談 平成28年度』全国社
会保険労務士会連合会／中央経済社

『新・労働契約Q&A 会社であなたをまもる10
章』東京南部法律事務所／日本評論社

『解説労働者派遣法』木村大樹／産労総合研究
所出版部経営書院

『知って得する助成金活用ガイド 平成28年度
版 厚生労働省(労働)分野』社労士助成金実務
研究会／日本法令

『労働保険の実務相談 平成28年度』全国社会
保険労務士会連合会／中央経済社

 社会福祉法　　　　　　　　　　　　　　
『医療福祉総合ガイドブック 2016年度版』日
本医療ソーシャルワーク研究会／医学書院

 医 事 法　　　　　　　　　　　　　　　
『実用再生医療新法』岡田潔／医歯薬出版

 環 境 法　　　　　　　　　　　　　　　
『建設現場従事者のための残土・汚染土取扱ル
ール 改訂版』産業廃棄物処理事業振興財団／
大成出版社

『環境法BASIC 第2版』大塚直／有斐閣

 社会保険法　　　　　　　　　　　　　　
『社会保険の実務相談 平成28年度』全国社会
保険労務士会連合会／中央経済社

 教 育 法　　　　　　　　　　　　　　　
『学校教育法実務総覧』入沢充／エイデル研
究所

『保育判例ハンドブック』田村和之／信山社

 国 際 法　　　　　　　　　　　　　　　
『国際商事仲裁の法と実務』谷口安平／丸善雄
松堂

 医 学 書　　　　　　　　　　　　　　　
『薬剤過敏症』宇野勝次／南山堂
『ルービン カラー基本病理学』Rubin, Emanuel
／西村書店

『遺伝カウンセリングマニュアル 改訂第3版』
櫻井晃洋／南江堂

『よくわかる！超音波検査に必要な「基礎」』田
中直彦／文光堂

『症候別"見逃してはならない疾患"の除外ポイ
ント』徳田安春／医学書院

『体表臓器超音波診断ガイドブック』尾本きよ
か／南江堂

『圧倒的画像数で診る！胸部疾患画像アトラス』
櫛橋民生／羊土社

『頭頸部の臨床画像診断学 改訂第3版』尾尻
博也／南江堂

『アナフィラキシーショック：最善の予防・診断・
治療』光畑裕正／克誠堂出版

『患者さんも知りたいアレルギーの知識』宮本昭
正／医薬ジャーナル社

『膠原病・リウマチ・アレルギー研修ノート』上
阪等／診断と治療社

『血液科研修ノート』神田善伸／診断と治療社
『循環器研修ノート 改訂第2版』伊藤浩／診断
と治療社

『これだけは知っておきたい心臓・血管疾患の画
像診断』宇都宮大輔／学研メディカル秀潤社

『ここが知りたい急性心不全の救急・集中治療
管理』佐藤幸人／中外医学社

『難治性不整脈診療エキスパートのアプローチ』
臨床難治性不整脈研究会／中外医学社

『呼吸器感染症 病態から考える画像診断』酒井
文和／克誠堂出版

『COPDの教科書 呼吸器専門医が教える診療
の鉄則』倉原優／医学書院

『消化器研修ノート 改訂第2版』中島淳／診断
と治療社

『食道運動障害診療指針』日本消化管学会／南
江堂

『肝胆膵のCT・MR I』本田浩／メディカル・サ
イエンス・インターナショナル

『慢性肝炎・肝硬変の診療ガイド 2016』日本
肝臓学会／文光堂

『骨粗鬆症update』島田洋一／全日本病院出
版会

『精神科研修ノート 改訂第2版』笠井清登／診
断と治療社

『 精 神 科 治 療 薬の考え方と使い方 第3版 』
Stahl, Stephen M.／メディカル・サイエンス・
インターナショナル

『脳出血・くも膜下出血診療読本』豊田一則／
中外医学社

『脳卒中症候群』Caplan, Louis R.／メディカ
ル・サイエンス・インターナショナル

『脳梗塞診療読本 第2版』豊田一則／中外医
学社

『高次脳機能障害に対する理学療法』阿部浩明
／文光堂

『自律神経失調症を知ろう』渡辺正樹／南山堂
『災害時のメンタルヘルス』大塚耕太郎／医学
書院

『感染症ガイドラインのすべて』舘田一博／医薬
ジャーナル社

『高齢者感染症』光山正雄／医薬ジャーナル社
『小児の症候群』診断と治療社
『小児科外来の鑑別診断術』宮田章子／中山書
店

『小児科当直医マニュアル 改訂第14版』神奈
川県立こども医療センター／診断と治療社

『小児と感染症』金原出版
『新生児蘇生法インストラクターマニュアル 第4
版』メジカルビュー社

『新生児蘇生法NCPR もっと早く！人工呼吸を

確実に成功させるためにできること』水本洋／
南山堂

『形成外科の基本手技』平林慎一／克誠堂出版
『創傷治癒コンセンサスドキュメント 手術手技か
ら周術期管理まで』日本創傷治癒学会／全日
本病院出版会

『外部放射線治療におけるQuality Assurance 
(QA)システムガイドライン 2016年版』日本
放射線腫瘍学会／金原出版

『呼吸器外科テキスト 外科専門医・呼吸器外科
専門医をめざす人のために』日本呼吸器外科学
会／南江堂

『脊椎固定術これが基本テクニック』西良浩一
／メジカルビュー社

『脊椎・脊髄損傷』へるす出版
『整形外科研修ノート 改訂第2版』齋藤知行／
診断と治療社

『最新リハビリテーション医学 第3版』安保雅
博／医歯薬出版

『皮膚科の薬剤と医療機器』大塚藤男／金原出
版

『ジェネラリストのためのこれだけは押さえておき
たい皮膚疾患』安部正敏／医学書院

『薬疹の診断と治療アップデート』塩原哲夫／
医薬ジャーナル社

『皮膚科研修ノート』佐藤伸一／診断と治療社
『腎外傷診療ガイドライン 2016年版』日本泌
尿器科学会／金原出版

『婦人科がん治療ガイドラインエッセンシャル 
2016年版』日本婦人科腫瘍学会／金原出版

『患者さんとご家族のための子宮頸がん・子宮体
がん・卵巣がん治療ガイドライン 第2版』日本
婦人科腫瘍学会／金原出版

『国立がん研究センターの乳癌手術』木下貴之
／南山堂

『胎児心拍数モニタリングを極める 見逃しては
いけないCTG波形』医学書院

『知っておきたい神経眼科診療』三村治／医学
書院

『角結膜疾患の治療戦略』島崎潤／医学書院
『耳鼻咽喉科イノベーション』小林俊光／中山
書店

『全科実例による社会保険歯科診療 2016』歯
科保険研究会／医歯薬出版

『顎・口腔のCT・MRI』酒井修／メディカル・
サイエンス・インターナショナル

『ここが知りたい院内感染対策Q&A』前崎繁文
／中山書店

『加齢黄斑変性 第2版』吉村長久／医学書院
『データで読み解く発達障害』平岩幹男／中山
書店

『気道管理に強くなる』上嶋浩順／羊土社
『内分泌代謝専門医ガイドブック 改訂第4版』
成瀬光栄／診断と治療社

『CCUレジデントマニュアル 第2版』高尾信広
／医学書院

『眼の発生と解剖・機能』大鹿哲郎／中山書店
『視野検査とその評価』大鹿哲郎／中山書店
『集中講義病理学 改訂2版』清水道生／メジカ
ルビュー社

『薬剤過敏症』宇野勝次／南山堂

 その他　　　　　　　　　　　　　　　　
『学術論文の作法 第2版 〔付〕リサーチペーパー・
小論文・答案の書き方』近江幸治／成文堂




